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■
２
面　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
の
決
議

■
３
面　
「
全
登
研
集
会
」
プ
レ
集
会
と
し
て
開
催

■
４
面　
全
国
連
盟
の
各
種
会
議
及
び
集
会
案
内

■
５
面　
「
安
全
登
山
」
で
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
く

■
６
面　
会
・
ク
ラ
ブ
紹
介
（
香
川
県
・
善

通
寺
山
の
会
）

■
７
面　
会
・
ク
ラ
ブ
紹
介
（
北
海
道
・
ス
マ
イ
ル
・

マ
ウ
ン
テ
ン
・
ク
ラ
ブ
）

■
８
面　
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
・
植
樹
祭
支
援

日本勤労者山岳連盟
Japan Workers Alpine

          Federation

2021 年　5月（1）

主な記事

新たな一歩を
　踏み出そう！

２
月
２
０
～
２
１
日

仲間と

ともに

第
３
４
期
第
１
回
評
議
会
を
開
催

　

全
国
労
山
は
、
第

34

期
の
第

一
回
評
議
会
を
２
月
に
都
内
で

開
き
、
今
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算
な
ど
提
案
し
た
議
案
す
べ
て

が
採
択
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
評
議
委
員

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
会
議
に
参
加
、
発

言
と
議
案
の
採
択
が
で
き
る
よ

う
に
し
会
議
を
行
っ
た
。
評
議

会
で
は
述
べ

42

名
が
発
言
、
そ

の
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
評
議
員

の
発
言
は
半
数
だ
っ
た
。

　

昨
年

11
月
に
都
道
府
県
連
盟

か
ら
の
報
告
で
は
、
全
国
労
山

の
組
織
会
員
数
は
、
前
年
度
よ

東京の会議場に集まった評議員のみなさん

り
６
８
８
名
減
少
し
、
１
万
７
千

５
５
０
名
と
な
り
、
30

年
前
（
１

９
９
１
年
）
の
組
織
現
勢
に
落
ち

込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
山
行
が
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
続
い
た
こ
と
、
会
員
の
高

齢
化
で
会
の
活
動
が
で
き
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
。

　

そ
れ
で
も
、10

地
方
連
盟
は
組

織
数
を
伸
ば
し
、
約

90
の
会
・
ク

ラ
ブ
は
会
員
数
を
伸
ば
し
て
い

る
。
ま
た
、
評
議
会
で
は
、
山
行
活

動
を
活
発
に
し
て
、
積
極
的
な
拡

大
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
報
告
も
行
わ
れ
た
。

　

評
議
会
は
、「
仲
間
と
と
も
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
会
員
数

を
伸
ば
し
た
地
方
連
盟
、
会
・
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
学
ん
で
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

「
登
山
時
報
」
は
全
国
労
山
の

機
関
誌
と
し
て
位
置
づ
け
て
発

行
し
て
い
る
が
、
購
読
者
は
会

員
の
約
１
割
に
し
か
過
ぎ
な
い

状
況
で
購
読
料
収
入
だ
け
で
は

発
行
費
用
を
賄
え
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
評
議
会
で
、

①
発
行
費
用
を
極
力
抑
え
る
、

②
「
登
山
時
報
」
の
体
裁
を
変
え

て
全
会
員
に
無
料
配
布
を
検
討

す
る
、
③
「
登
山
時
報
」
の
発
行

の
諸
問
題
を
検
討
す
る
会
議
を

地
方
連
盟
の
有
識
者
を
加
え
て

６
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
各
種
の
担
当
者
会

議
や
全
国
集
会
の
日
程
等
を
確

認
し
て
評
議
会
は
終
了
し
た
。

※

（
２
項
に
つ
づ
く
）



　

核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止

し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実

現
す
る
た
め
の
核
兵
器
禁
止
条

約
が
１
月
22
日
に
発
効
、「
核
兵

器
は
違
法
な
も
の
」
と
す
る
国

際
法
と
な
っ
た
。

　

禁
止
条
約
は
、

核
兵
器
の
使
用

は
地
球
の
自
然

環
境
、
世
界
の
社

会
経
済
的
な
発

展
、
人
類
の
生

存
、
現
在
お
よ
び

将
来
世
代
の
健

康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
指
摘
。
被
爆
者
お
よ
び
核

実
験
の
被
害
者
に
も
た
ら
さ
れ

た
容
認
し
が
た
い
損
害
に
着
目

し
、
い
か
な
る
場
合
の
核
兵
器

の
使
用
も
武
力
紛
争
に
適
用
さ

れ
る
国
際
法
に
違
反
す
る
も
の

で
あ
り
、
核
兵
器
を
全
面
的
に

禁
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

禁
止
条
約
は
、
再
び
被
爆
者

を
つ
く
る
な
、
と
い
う
長
年
の

被
爆
者
の
訴
え
と
人
類
を
核
兵

器
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
運
動
を

継
続
し
て
き
た
世
界
市
民
と

国
々
に
よ
る
快
挙
で
あ
る
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る

日
本
は
、
核
廃
絶
に
向
け
て
世

界
を
主
導
す
る
特
別
な
責
任
が

あ
る
。
世
論
調
査
で
も
禁
止
条

約
へ
の
参
加
支
持
は
７
割
を
超

え
て
お
り
、
こ
れ
に
応
え
る
の

が
被
爆
国
政
府
の
責
務
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
菅
義
偉
首
相
は
世

界
の
流
れ
に
背
を
向
け
、
米
国

の
「
核
の
傘
」
を
理
由
に
条
約
参

加
を
拒
ん
で
い
る
。

　

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
は
、

平
和
な
社
会
で
こ
そ
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
発
展
が
保
障
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
平
和
と
登
山
」

の
旗
を
掲
げ
、「
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
大
行
進
」
に
参
加
し
て

い
る
。

　

日
本
が
核
兵
器

を
拒
否
す
る
立
場

を
と
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
他
の
核
保

有
国
の
立
場
を
大

き
く
変
え
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
政

府
が
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
、
被
爆
者
お
よ

び
国
民
世
論
の
声
に
こ
た
え
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
批

准
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を

こ
こ
に
決
議
す
る
。

労山ニュース (2)2021 年 5 月　　第 40 号

　

　

全
国
労
山
は
１
９
８
２
年
の

総
会
で
、「
平
和
な
社
会
で
こ
そ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
発
展
が
保
障

さ
れ
る
」
こ
と
を
確
認
、
核
兵
器

廃
絶
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
全
国
労
山
の
訴
え

に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
０
０
０
㍍
峰

の
全
14
座
を
無
酸
素
で
初
登
頂

　

全
国
労
山
は
、
第

34

期
の
第

一
回
評
議
会
を
２
月
に
都
内
で

開
き
、
今
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算
な
ど
提
案
し
た
議
案
す
べ
て

が
採
択
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
評
議
委
員

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
会
議
に
参
加
、
発

言
と
議
案
の
採
択
が
で
き
る
よ

う
に
し
会
議
を
行
っ
た
。
評
議

会
で
は
述
べ

42

名
が
発
言
、
そ

の
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
評
議
員

の
発
言
は
半
数
だ
っ
た
。

　

昨
年

11
月
に
都
道
府
県
連
盟

か
ら
の
報
告
で
は
、
全
国
労
山

の
組
織
会
員
数
は
、
前
年
度
よ

り
６
８
８
名
減
少
し
、
１
万
７
千

５
５
０
名
と
な
り
、
30

年
前
（
１

９
９
１
年
）
の
組
織
現
勢
に
落
ち

込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
山
行
が
で
き
な
い
と
い
う

状
況
が
続
い
た
こ
と
、
会
員
の
高

齢
化
で
会
の
活
動
が
で
き
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
。

　

そ
れ
で
も
、10

地
方
連
盟
は
組

織
数
を
伸
ば
し
、
約

90
の
会
・
ク

ラ
ブ
は
会
員
数
を
伸
ば
し
て
い

る
。
ま
た
、
評
議
会
で
は
、
山
行
活

動
を
活
発
に
し
て
、
積
極
的
な
拡

大
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
報
告
も
行
わ
れ
た
。

　

評
議
会
は
、「
仲
間
と
と
も
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
会
員
数

を
伸
ば
し
た
地
方
連
盟
、
会
・
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
学
ん
で
、
新
た
な

２
０
２
１
年
２
月
２
１
日

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
３
４
期
第
１
回
評
議
会

平
和
な
世
界
、安
心
で
き
る
登
山
を
実
現
す
る
た
め
に

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
が
署
名
・
批
准

す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

「
登
山
時
報
」
は
全
国
労
山
の

機
関
誌
と
し
て
位
置
づ
け
て
発

行
し
て
い
る
が
、
購
読
者
は
会

員
の
約
１
割
に
し
か
過
ぎ
な
い

状
況
で
購
読
料
収
入
だ
け
で
は

発
行
費
用
を
賄
え
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
評
議
会
で
、

①
発
行
費
用
を
極
力
抑
え
る
、

②
「
登
山
時
報
」
の
体
裁
を
変
え

て
全
会
員
に
無
料
配
布
を
検
討

す
る
、
③
「
登
山
時
報
」
の
発
行

の
諸
問
題
を
検
討
す
る
会
議
を

地
方
連
盟
の
有
識
者
を
加
え
て

６
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
各
種
の
担
当
者
会

議
や
全
国
集
会
の
日
程
等
を
確

認
し
て
評
議
会
は
終
了
し
た
。

し
た
超
人
的
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ
ー
氏
か

ら
「
取
り
組
み
の
成
功
を
祈
る
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
賛
同
署
名

が
送
ら
れ
て
き
た
。

　

「
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
」
で
は
「
平
和
と
登
山
」
の

旗
と
と
も
に
、
労
山
旗
を
地
方

連
盟
の
仲
間
が
リ
レ
ー
し
、
広

島
・
長
崎
ま
で
行
進
し
て
き
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
「
再
び

被
爆
者
を
つ
く
る
な
」
と
い
う

被
爆
者
の
訴
え
と
、
人
類
を
核

兵
器
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
運
動

を
継
続
し
て
き
た
世
界
市
民
と

国
々
に
よ
る
快
挙
。

核
兵
器
禁
止
を
粘
り
強
く
訴
え
て
き
た
労
山

メ
ス
ナ
ー
氏
か
ら
賛
同
署
名
が
届
く

※

（
１
項
よ
り
つ
づ
く
）
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川
嶋
高
志
事
務
局
長
は
、
昨
年

の
全
国
労
山
60
周
年
記
念
式
典

「全登研集会」は２０２２年に延期し

今年はＺＯＯＭに　
よるプレ全国集会を開催

　

２
月
の
評
議
会
で
２
０
２
１
年
に
「
全
国

登
山
研
究
集
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
は

収
ま
ら
ず
、
感
染
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
変

異
型
の
陽
性
者
が
全
国
に
広
が
っ
て
脅
威
を

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
一
堂
に
集

ま
る
「
全
登
研
集
会
」
は
２
０
２
２
年
に
延

期
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
年
は
、「
全
登
研
集
会
」
開
催
に
向
け
て
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
プ
レ
集
会
と
し
「
課

題
別
講
演
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
「
課
題
別
講
演
会
」
は
、
数
回
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
地
方
連
盟
及
び
会
ク

ラ
ブ
か
ら
の
要
望
も
取
り
入
れ
て
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

第
１
回　

全
登
研
集
会
に
向
け
て
の
課
題
別
講
演
会

●
テ
ー
マ

　
　
　

労
山
基
金
（
団
体
）
の

　
　
　

魅
力
と
活
用
方
法

〝
労
山
基
金
っ
て
な
ん
だ
？
〞
〝
個
人

と
団
体
〞
ど
こ
が
違
う
の
？
と
、
疑
問

に
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
？
、

み
な
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
す
る
。

●
講　

師

　
　
　

川
嶋　

高
志
（

日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
事
務
局
長

）

●
日
時
＝
６
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　

19
時
～
21
時
（
講
演
・
質
疑

応
答
含
む

）　

で
講
演
し
、
好
評
だ
っ
た
。

　

今
回
は
、
労
山
基
金
の
改
定

に
よ
り
、
団
体
加
入
の
問
題
が

う
ま
く
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
全

国
連
盟
事
務
局
へ
の
問
い
合
わ

せ
も
多
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
１
回
目

に
労
山
基
金
（
団
体
）
を
会
・

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
ど
の
よ
う
に

活
用
す
れ
ば
い
い
の
か
、
具
体

的
な
活
用
事
例
も
含
め
て
説
明

し
、
参
加
者
か
ら
の
質
疑
に
も

応
え
る
予
定
。

参
加
申
し
込
み
方
法
な
ど

■
参
加
対
象

■
参
加
方
法

■
参
加
申
込

労
山
会
員
、
会
員
外
で
も
労
山
基
金
に
つ
い
て
関
心

あ
る
方
な
ど
の
登
山
者
所
属
団
体

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
講
師
の
講
演
を
視
聴
す
る
。

参
加
申
し
込
み
書
（
全
国
労
山
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
①
氏
名
、②
所
属
団
体
、③
連
絡
先
・
携
帯
等

④
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
（
必
須
）
を
記
入
の
上

●
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
３-

３
２
３
５-

４
３
２
４
）

●
メ
ー
ル
（jwaf

＠jwaf

）
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全
国
機
関
誌
会
議

全国労山が主催する各種会議及び集会案内
　

全
国
連
盟
の
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て

い
る
「
登
山
時
報
」
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
各
地
方
連
盟
の
機
関
誌
担
当
者
・
機

関
紙
発
行
者
な
ど
を
対
象
に
会
議
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
議
論
す
る
。

■
日　

時
＝
６
月
20
日

（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
15
時

■
場　

所
＝
全
国
労
山
事
務
所
１
階
会
議
室

■
参
加
形
態
＝
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
会
議
参
加
も
実
施

■
参
加
費
用

（
交
通
費
）
＝
全
国
連
盟
の
負
担

　 会
・
ク
ラ
ブ
の

基
金
担
当
者
実
務
説
明
会

■
６
月
26
日

（
土
）
北
信
越
の
会

・
ク
ラ
ブ
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

象

（
会
場
は
長
野
県
）

■
７
月
10
日

（
土
）
東
京
都
連
盟
の
会

・
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
を
対
象

（
会
場
は
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
連
盟
事
務
所
１
階
）

　

会
・
ク
ラ
ブ
の
労
山
基
金
担
当
者
を
対
象

に
し
た
会
議
で
、
主
に
実
務
に
つ
い
て
全
国

連
盟
労
山
基
金
運
営
委
員
会
が
説
明
し
、
質

疑
応
答
を
行
う
。

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　

活
動
者
会
議

■
日　

程
＝
６
月
26
日

（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
5
時

■
場　

所
＝
全
国
労
山
事
務
所
１
階
会
議
室

■
参
加
形
態
＝
事
務
所
参
加
は
２
０
名
を
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
参
加
も
実
施

■
参
加
費
無
料
、
交
通
費
は
各
自
負
担

　

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
を
対
象

に
開
催
す
る
。
会
議
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
委

員
会
か
ら
の
報
告
と
大
型
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
か
ら
「
現
状
報
告
と
今
後
の
課
題
」
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
、
あ
と
は
自
由
討
論
。

全
国
救
助
技
術

　
　
　
　

交
流
集
会

■
日　

程
＝
７
月
３
日

（
土
）
13
時
開
会
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
日

（
日
）
12
時
閉
会

■
宿
泊

・
会
場
＝
福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
＝
４
０
０
０
円

（一
泊
三
食

・
風
呂
あ
り
、
３
日
夕

食
、
４
日
朝
食
、
昼
食
は
弁
当

）

■
参
加
対
象
＝
救
助
隊
員
及
び
救
助
に
携
わ
る　

　
　
　
　
　
　
　

可
能
性
の
あ
る
会
員
。
定
員　

50
名

【
交
流
集
会
内
容
】

・
遭
難
事
故
発
生
時
の
連
絡
方
法
。
携
帯
電

　

話
、
ス
マ
ホ
、
ア
マ
チ
ャ
無
線
機
、
Ｓ
Ｐ

　

Ｏ
Ｔ
，
Ｇ
Ｅ
Ｎ
３
、
発
煙
筒

・
遭
難
現
場
の
特
定
方
法
。
コ
コ
ヘ
リ
、
ド

　

ロ
ー
ン
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
ビ
ー
コ
ン

・
危
険
な
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
。
要
救

　

助
者
へ
の
対
応

・
労
山
以
外
の
山
岳
遭
難
救
助
組
織
に
つ
い
て

・
全
国
各
地
域
の
交
流
と
懇
親

・
ヒ
ト
コ
コ
を
使
っ
た
捜
索
訓
練

全
国
自
然
保
護
講
座
㏌
京
都

■
テ
ー
マ
＝
北
陸
新
幹
線
巨
大
隧
道
工
事
と

　
　
　
　
　
　
　
　

山
岳
自
然
環
境
を
考
え
る

■
講　

演
＝
榊
原
義
道

（北
山
の
自
然
と
文
化

を
考
え
る
会
代
表

）

■
現
地
視
察
＝
南
丹
波
美
山
町
田
美

■
日　

程
＝
７
月
10
日

（
土
）
13
時
開
会
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
日

（
日
）
13
時
閉
会

■
宿
泊

・
会
場
＝
あ
う
る
京
北

（京

都

府

ゼ

ミ

ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス

）

■
参
加
費
＝
７
６
０
０
円

（
一
泊
二
食
）

若
手
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■
日　

程
＝
10
月
２
～
３
日

（
土
～
日
）

■
場　

所
＝
小
川
山
金
峰
山
荘

※

参
加
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
　

全
国
労
山
Ｈ
Ｐ
か
左
記
に
連
絡
を
。

　
　

・
電　

話
＝
０
３-

３
２
６
０-

６
３
３
１

　
　

・
メ
ー
ル
＝jw

af

＠jw
af
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山
岳
遭
難
は
、
登
山
計
画
を

立
て
る
場
合
の
事
前
準
備
、
目

的
の
山
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
の
体
力

に
合
っ
た
適
格
な
登
山
計
画
と

万
全
な
装
備
品
の
準
備
を
心
掛

け
る
こ
と
。
県
境
の
往
来
を
し

な
い
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
注
意
す
る

こ
と
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

「
安
全
登
山
」
に
心
が
け
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
く

６
～
８
月
に
、
労
山
内
の
遭
難
が
急
増

９
月
に
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
出
す

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
思
う
よ

う
な
登
山
活
動
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
労

山
内
の
山
岳
遭
難
を
見
る
と
、

死
亡
・
行
方
不
明
者
が
５
名
で

こ
こ
10
年
で
は
２
番
目
に
少
な

く
な
っ
た
。
事
故
件
数
は
２
３

０
件
、
事
故
者
数
は
２
３
６
人

で
、
こ
の
10
年
間
で
最
少
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

2020 年、 労山内の原因別事故の状況

宣
言
下
で
４
月
は
12
名
、
５
月

は
２
名
だ
っ
た
が
、
解
除
後
の

６
月
に
10
名
、
７
月
は
21
名
、

８
月
は
37
名
と
前
年
並
み
の
レ

ベ
ル
に
急
増
し
た
。
こ
の
た
め

９
月
16
日
付
で
緊
急
ア
ピ
ー
ル

を
発
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

防
止
の
た
め
に
、
①
山
域
を
管
轄

す
る
自
治
体
の
移
動
制
限
の
情

報
、
②
公
共
交
通
機
関
の
運
行
状

況
の
確
認
、
③
行
動
中
は
、
周
囲

の
人
と
な
る
べ
く
距
離
を
あ
け

る
、
④
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
、
行
動
中
に
息

苦
し
さ
や
暑
さ
を
感
じ
る
際
は
、

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
も
必
要
、
⑤

山
小
屋
や
テ
ン
ト
場
の
運
営
状

況
を
調
査
・
確
認
す
る
こ
と
。

　

医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
る
中
、

遭
難
事
故
を
起
こ
さ
な
い
で
山

歩
き
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
も

う
。
。

体
力
に
合
っ
た
山
を
選
び

適
格
な
登
山
計
画
を

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
、
登
山
者

な
ど
運
動
を
継
続
し
て
い
る
人

に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
る
。
そ
れ
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ス

ポ
ー
ツ
医
学
誌

で
、
新

型

コ

ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
重
症
化
を

避
け
る
た
め
に
は
、
「
継
続
的
な

運
動
」
が
重
要
だ
と
す
る
調
査

結
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

約
５
万
人
の
感
染
者
を
対
象

に
「
運
動
不
足
の
人
」
「
何
ら
か

の
運
動
を
し
た
人
」
「
継
続
的
な

運
動
を
し
た
人
」
の
三
つ
に
分

け
た
調
査
結
果
で
、
「
継
続
的
な

運
動
を
し
た
人
」
の
死
亡
率
は

０
・
４
％
、
入
院
率
も
３
・
２
％

で
、
他
に
比
べ
大
幅
に
低
か
っ

た
と
い
う
。

　

調
査
は
、
体
力
測
定
な
ど
を

厳
密
に
行
っ
た
調
査
結
果
で

は
な
い
よ
う
だ
が
、
研
究
者

ら
は
、
定
期
的
に
運
動
す
る

こ
と
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
や
合
併

症
を
防
ぐ
た
め
、
個
人
が
実
践

で
き
る
最
も
重
要
な
行
動
か
も

し
れ
な
い
、
と
示
唆
し
て
い
る
。

登
山
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
重
症
化

合
併
症
を
防
止
す
る
重
要
な
行
動
に
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ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
社

会
構
造
、
経
済
が
大
き
く
変
化

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新
し
い

生
活
様
式
の
確
立
が
必
要
に

な
っ
た
。
登
山
も
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
も
新
し
い
視
点
か

ら
の
活
動
指
針
が
必
要
。

　

山
岳
四
団
体
も
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
安
心
・
安

全
な
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
再
興
を

目
指
し
努
力
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が

発
生
し
た
と
言
わ

れ
始
め
て
約
一
年
半
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。
現
在
、
善
通

多
く
公
開
山
行
に
誘
い
、
会
の

雰
囲
気
や
複
数
で
の
山
行
の
楽

し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
、
第
三
に
２
月
初
め
の
市
民

会
館
ま
つ
り
で
の
写
真
展
で
そ

れ
ら
の
山
行
の
模
様
も
展
示
し

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
こ
と

な
ど
が
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

「エンジョイ登山教室」など
　で会員増

１
年
間
で
15
名
の
入
会
で
会
員
増
に

善
通
寺
山
の
会　

村
上　

誠
美

コ
ロ
ナ
対
策
を
ち
ゃ
ん
と
し
て
山
行
を
実
施

寺
山
の
会
は
基
本
的
に
、
登
山

は
通
常
の
観
光
と
違
い
、
出
発

地
か
ら
登
山
口
ま
で
の
車
中
で

の
対
策
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
れ

ば
登
山
活
動
そ
の
も
の
で
感
染

す
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
と

い
う
観
点
で
捉
え
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
車
中
に
お
い
て
は

マ
ス
ク
、
換
気
、
消
毒
に
つ
い

て
、
う
る
さ
い
位
言
っ
て
お
り
、

山
行
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
会
員
同
士
で
感
染
さ
せ

な
い
事
に
一
番
気
を
使
っ
て
い

る
。

　

善
通
寺
山
の
会
で
は
、
昨
年

一
年
で
15
名
の
入
会
が
あ
っ

た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
第
一

に
公
開
登
山
教
室
『
エ
ン
ジ
ョ

イ
登
山
教
室
』
を
設
け
た
こ
と
、

第
二
に
同
時
に
会
員
拡
大
実
行

委
員
会
を
設
け
、
年
間
を
通
し

て
『
エ
ン
ジ
ョ
イ
』
受
講
者
を

　

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
』
受
講
者
と
そ

の
関
連
で
８
名
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
３

名
、
会
員
紹
介
ほ
か
４
名
と
い

う
会
員
拡
大
の
結
果
を
見
れ
ば
、

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
』
、
『
拡
大
』
、
『
写

真
展
』
が
単
独
で
15
名
を
達
成

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手

く
い
き
、
会
全
体

の
拡
大
の
機
運
が

高
ま
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら

会
員
が
増
え
れ
ば

増
え
る
程
、
数
を

維
持
す
る
事
の
難

し
さ
も
実
感
し
て

い
る
。
会
員
拡
大

は
、
短
期
集
中
で

頑
張
る
の
が
秘
訣

で
、
増
え
る
こ
と

が
あ
れ
ば
減
る
こ

と
も
あ
る
と
達
観

す
る
の
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
登
山
教
室
の
」
受
講
生

香川県連盟
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昨
今
、
山
岳
会

に
勧
誘
す
る
と
「
山

岳
会
っ
て
ウ
ザ
イ
、

キ
モ
イ
、
メ
ン
ド―

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
で

知
り
合
っ

た
友
達
と
気
軽
に
行
き
た
い
」

と
言
わ
れ
る
。
「
そ
ん
な
こ
と
は

無
い
」
と
否
定
す
る
人
も
い
る

が
、
そ
れ
は
「
誘
い
や
す
い
人
」

を
勧
誘
し
て
い
る
だ
け
だ
。
山

岳
会
の
仲
間
を
増
や
す
に
は
「
誘

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
社

会
構
造
、
経
済
が
大
き
く
変
化

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新
し
い

生
活
様
式
の
確
立
が
必
要
に

な
っ
た
。
登
山
も
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
も
新
し
い
視
点
か

ら
の
活
動
指
針
が
必
要
。

　

山
岳
四
団
体
も
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
安
心
・
安

全
な
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
再
興
を

目
指
し
努
力
し
た
い
。

コロナ禍でも仲間が増える！

早
坂　

直
樹

１
年
間
で
18
名
（
21
→
39
名
）
の
会
員
増
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で

会
員
に
山
行
写
真
や
山
行
報
告
を
行
う

ス
マ
イ
ル

・
マ
ウ
ン
テ
ン

・
ク
ラ
ブ　

い
難
い
人
」
の
勧
誘
も
必
要
だ
。

現
状
を
知
ろ
う
と
せ
ず
「
所
詮

趣
味
だ
か
ら
」
と
や
り
難
い
事

を
し
な
い
か
ら
会
員
数
が
減
る
。

山
岳
会
離
れ
が
進
み
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
ス
マ
イ
ル
・
マ
ウ
ン

テ
ン
・
ク
ラ
ブ(

以
下
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）

は
、
１
年
間
で
21
名
→
39
名
に

な
り
18
名
の
ク
ラ
ブ
員
の
増
加

が
あ
っ
た
。
入
会
者
が
多
く
退

会
者
が
少
な
い
特
徴
が
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
を
強
み
に
し
て

デ
メ
リ
ッ
ト
は
改
善
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
も

対
策
を
し
な
が
ら
活
動
す
る

　

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
保
つ
為
、
オ
ン
ラ
イ

　

山
岳
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は

「
生
涯
を
通
じ
て
の
仲
間
が
で

き
る
」
「
安
全
に
登
山
が
で
き

る
」
「
技
術
を
教
わ
る
事
が
で

き
る
」
「
事
故
や
遭
難
時
に
対

処
し
て
も
ら
え
る
」
「
労
山
基

金
」
等
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
「
会
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
の
で
山
岳
会
か

ら
の
拘
束
が
あ
る
」
「
派
閥
や

グ
ル
ー
プ
が
複
数
あ
り
固
定
し

た
メ
ン
バ
ー
と
し
か
行
か
な
く

な
る
」
「
妬
み
が
生
れ
る
」
「
気

軽
に
や
り
た
い
人
と
ガ
チ
に
や

り
た
い
人
と
の
温
度
差
が
あ

る
」
等
。
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
メ
リ
ッ
ト

を
強
み
に
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
改
善
し
て
い
る
。

ン
参
加
と
会
場
参
加
が
選
べ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
例
会
を
開
い
て

い
る
。
例
会
の
内
容
が
薄
く
な

る
分
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
使
い
山

行
写
真
や
山
行
報
告
を
行
っ
て

い
る
。
山
行
は
「
軽
登
山
」「
登
山
」

「
登
攀
」
の
分
野
に
分
れ
て
、オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
多
種
多
様
な
山
行

を
行
っ
た
。
活
発
な
活
動
を
し

て
い
れ
ば
退
会
者
は
減
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
や
各
所

へ
の
チ
ラ
シ
は
手
段
で
し
か
な

い
。
作
る
事
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
楽
し
さ
が
伝
わ
ら
な
け
れ

ば
、
た
だ
の
自
己
満
足
。
Ｈ
Ｐ
・

チ
ラ
シ
の
担
当
者
は
ク
リ
エ
ー

タ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

結
局
は
、
普
通
に
山
岳
会
の

活
動
を
行
え
ば
、
活
気
が
出
て

き
て
ク
ラ
ブ
員
が
笑
顔
に
な
る
。

笑
顔
は
人
を
集
め
る
。

新
人
ク
ラ
ブ
員
を

増
や
す
に
は

当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
行
う

北海道・道央連盟
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申込は全国連盟事務局へ

700 段近い階段を登ったところに植樹する参加者

　

足
尾
銅
山
の
開
発
に
よ
り
排

煙
、
鉱
毒
ガ
ス
、
鉱
毒
水
な
ど

の
有
害
物
質
が
周
辺
環
境
に
著

し
い
影
響
を
も
た
ら
し
、
鉱
石

精
錬
所
周
辺
は
草
木
が
生
え
な

い
山
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

足
尾
に
緑
を

育
て
る
会
は
、
「
足
尾
に
緑
を
、

渡
良
瀬
に
清
流
を
！
」
と
、「
足

尾
の
山
に
１
０
０
万
本
の
木
を

植
え
よ
う
！
」
を
合
言
葉
に
、

第
25
回
目
の
「
春
の
植
樹
デ
ー
」

を
蜜
を
避
け
て
４
～
５
月
に
５

回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　

全
国
連
盟
・
リ
ニ
ア
対
策
委

員
会
・
自
然
保
護
委
員
会
は
、

「
緑

を

育

て

る

会
」
な
ど
の
要

請
に
応
え
、
参

加
者
の
サ
ポ
ー

ト
の
た
め
の
活

動
を
お
こ
な
っ

た
。

　

ま
た
、
「
リ
ニ

ア
新
幹
線
で
南

ア
ル
プ
ス
の
自

然
を
壊
さ
な
い

で

く

だ

さ

い
」

の
署
名
活
動
も

お
こ
な
い
、
３

日
間
で
約
１
８

０
筆
が
集
ま
っ
た
。

　

足
尾
銅
山
は
、
19
世
紀
後
半

の
明
治
時
代
初
期
か
ら
栃
木
県

と
群
馬
県
の
渡
良
瀬
川
周
辺
で

起
き
た
、
日
本
で
初
め
て
と
な

る
足
尾
鉱
毒
事
件
・
公
害
事
件

と
し
て
有
名
。

足
尾

の
山　

第
25
回
春
の
植
樹
デ
ー
に
参
加

リ
ニ
ア
凍　
　

結

署
名
１
８
０
筆
集
ま
る

全　国　連　盟

リニア対策委員会

自然保護委員会


